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革

命
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会
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決

議
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ン

テ
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回

大
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に
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る
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三
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三
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会

に
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一
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二
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の
政
治

・
経
済
お
よ
び
労
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運
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潜

(六
)

二

日
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共
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日
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「
労
働
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藤

(
一三
)

四
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ン
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第

四

回

大
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に
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け

る

日
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表

(
片

山

潜
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の
発

言

(
一
九

二

二
)
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一

東
洋
問
題

(
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)

二

日
本

の
サ

ハ
リ
ン
北
半
部
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領

に
か
ん
す
る
決
議

(一八
)

三

執
行
委
員
会

の
報
告
に
か
ん
す

る
決
議

(
一八
)

五

G

・
ヴ

ォ
イ
チ

ン
ス
キ
ー

「
日
本

に

お
け

る
階

級
戦
」
(
一
九
二
二
)

二〇

六

二
二
年

テ
ー
ゼ

(
一
九
二
二
)

三二

七

六
月
検

挙

に
関
す

る

コ
ミ

ン
テ

ル
ン
拡

大
執
行
委
員
会

の
決
議

(
一
九
二
三
)

三六

八

上
海
会

議

一
月

テ
ー

ゼ

(
一
九
二
五
)

三七

九

一
月

テ
ー
ゼ
に
基
づ

く
組
織

テ
ー
ゼ
、

政
治

テ
ー

ゼ
、
中

心

ス

ロ
ー
ガ

ン

(
一
九
二
五
)

四六



一
〇

モ

ス

ク

ワ

・
テ

ー

ゼ

(
一
九

二

六
)

四
七

一

一

政

治

テ

ー

ゼ

(
一
九

二

六
、

五
色

温
泉

大

会

)

五
一

第

一
段

わ
が
無
産
階
級
政
治
運
動
最
近

の
展
開

(五
一)

第
二
段

如
何
に
闘
争
す
べ
き
か

(五九
)

一
二

宣

言

要

旨

(
一
九

二

六
、

五
色

温
泉

大

会
)

六
三

一

三

政

治

運

動

方

針

要

旨

(
一
九

二

六
、

五
色

温

泉

大
会

)

六
六

一
四

報

告

の

要

点

(
一
九

二

七
)

六
八

一

現
段
階

に
つ
い
て

(六
八
)

二

支
配
階
級
の
構
成

に
つ
い
て

(七
○
)

三

革
命

の
展
望

に
つ
い
て

(七
二
)

四

K
P
の
問
題

(七四
)

五

方
向
転
換
に

つ
い
て

(七
七
)

六

戦
術

に
つ
い
て

(七
八
)

七

国
際
問
題

に

つ

い
て

(八
一)

八

テ
ー
ゼ
の
内
容

(
八
一
)

一
五

日

本

問

題

に

関

す

る

決

議

(
一
九

二

七
、

い
わ

ゆ

る

二

七
年

テ

ー
ゼ
)

八
四

一
六

政

治

テ

ー

ゼ

(
一
九

二

七
)

九
六

一
七

組

織

テ

ー

ゼ

(
一
九

二
八
)

一○
七

一
八

日

本

共

産

党

の

当

面

の

政

策

(
一
九

二

八
)

一一
四

一
九

労

働

す

る

婦

人

の

間

に

於

け

る

△

△

△

の

任

務

に

関

す

る

テ

ー

ゼ

(
一
九

二

八
)

一二
四

二

〇

第

二

回

組

織

会

議

関

係

(
一
九

二

八
)

一二八

一

大
衆
党

の
合
同

に
関
す

る
決
議

(一二
八
)

二

第

二
回
全
国
組
織
会
議

に
於

け

る
党

の
組
織
方
法

に

つ
い

て

の
決
議

(
一二九
)

三

党

の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
付

い
て
の
第
二
回
全
国
組
織
会
議

の
決
議

(一三
二
)

四

×
×
グ

ル

ー
プ

に
対
す

る
態
度

に
関

す

る

決
議

(
一
三三
)

二

一

総

選

挙

方

針

書

(
一
九

二

八
)

一三
四

附
録

増
補
訂
正
書

(
一三
八
)



二

二

総

選

挙

関

係

資

料

(
一
九

二

八
)

一四
〇

一

選
挙
統
制
委
員
会
指
令

(
一四○
)

二

指
令

(
一四
二
)

三

総
選
挙
戦
に
対
す

る
プ

ロ
ア
ジ
部
指
令

(
一四
五
)

四

労
農
党

中
央

フ
ラ
ク
シ

ョ
ン
、

ビ

ュ
ー

ロ
ー
指
令

(
一四
七
)

五

総

選
挙

に
対
す
る
日
本
共
産
党
声
明
書

(
一四
八
)

六

総
選
挙
に
際

し
労
農
大
衆

諸

君
に
檄
す

(
一五
一)

七

二
月
十

一
日
、

全
国
に
労
働
者
貧
農
の
大
示
威
運
動
を
組
織

せ
よ

(
一五
三
)

八

各

工
場

に
大
集
会
を
開

い
て
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
威
力

を
発
揮

せ
よ

!

(
一五
四
)

二

三

日

本

共

産

党

の

組

織

と

政

策

及

革

命

の

展

望

(
一
九

二
八
)

一五
六

二

四

細

胞

活

動

の
報

告

に

つ

い

て

の

指

令

(
一
九

二

八

・
三

・

一
〇
)

一七五

二

五

組

織

上

に

関

す

る

指

令

(
一
九

二

六
―

二
九
)

一七
八

二

六

政

治

経

済

情

勢

に

関

す

る

日

本

共

産

党

の

テ

ー

ゼ

(
草

案

)

(
一
九

二

八
年

三

月
初

め

の
も

の
)

一八三

二

七

日

本

×

×

×

当

面

の

任

務

(
一
九

二
八
)

一九○

二

八

宣

言

(
草

案

)

(
一
九

二

八
)

一九
四

二

九

大

衆

党

に

つ

い

て

(
一
九

二
八
)

一九
七

三

〇

コ

ミ

ン

テ

ル

ン

第

六

回

大

会

に

お

け

る

日

本

代
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発
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(
一
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藤
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す

る
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(
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題
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〇
一)

三

農

民
問
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問
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落
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本
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独
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け
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に
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戦
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五
)



三

二

反

帝

国

主

義

戦

争

テ

ー

ゼ

(
一
九

二
八
)

二
五
六

一

迫
り
来

る
帝

国
主
義
戦
争

の
危
険
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五
六
)

二

戦
争
に
対
す

る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
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度

(二六
○
)

三

軍
隊

に
対
す

る
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
態
度

(二七
七
)

四

軍
備
縮
小

の
問
題

に
対
す

る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
態
度
と
平
和
主
義

に
対
す
る
闘
争

(二
八
五
)

五

従

来

の
活
動

の
欠
陥
と
共
産
党

の
任
務

(二
八
九
)

付

戦
争
反
対

の
国
際
的
行
動

に
対
す

る
決
議

(二九
三)

三

三

日

本

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

ー

ト

の

政

治

的

及

び

組

織

的

任

務

(
一
九

二
八
)

二
九
五

三

四

日

本

の

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

×

当

面

の

任

務

(
一
九

二

八
)

三
○
四

三

五

当

面

の

党

組

織

活

動

の

大

綱

(
一
九

二

九
)

三
一五

三

六

第

五

十

六

帝

国

議

会

と

日

本

共

産

党

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

(
一
九

二

九
)

三
二
一

三

七

故

国

の

同

志

へ

の

通

信

(
一
九

二

九
)

三
三〇

第

一
信

山
東
出

兵
と
日
本

の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

(三
三○
)

第

二
信

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
敵
○
○

(三三
三
)

第
三
信
治

安
維
持
法

と
戦

へ
!

同
時

に
死
刑

を
怖

る

ゝ
な
か
れ

(三三
六
)

三

八

ブ

ル

ジ

ョ

ア
議

会

と

労

働

者

農

民

の

政

府

(
一
九

二

九
)

三
三
九

一

帝
国
議
会
の
正
体

(三三
九
)

二

ブ

ル
ジ

ョ
ア
の
国
家

(三四
一)

三

〇
〇
―
―

君
主

制

の
役

割

(三四
三
)

四

階
級
社

会
と
国
家

(三
四
五
)

五

労
働
者
農
民

の
政
府

!

(三
四
八
)

三

九

日

本

共

産

党

当

面

の

組

織

事

業

、

特

に

細

胞

の

組

織

及

活

動

に

関

す

る

決

議

(
一
九

二
九

)

三
五
二

一

大
衆

の
革
命
的
圧
力

と
我
党

の
指
導
力

と
の
不

均
衡
、
所
謂

「党

孤
立
化

の
危
険
」
と
は
何
か
、
そ

の
根
拠
と
対
策

(三
五
二
)

二

細

胞
の
組
織
及
活
動

(三
五
四)

三

党
地
方
及
地
区
委
員
会

の
組
織
と
任
務

(三
六
三
)

四

党
中
央
機
関

の
強
固
化
〓(三
六
五
)

五

要
約

(三
六
六
)

六

社
会
民
主

々
義
的
組
織

に
対
す
る
闘
争

(三
六
八
)

四

〇

コ

ミ

ン

テ

ル

ン
第

十

回

プ

レ

ナ

ム

に

お

け

る

日

本

代

表

の

発

言

(
一
九

二
九

)

三
七
○

四

一

コ

ミ

ン

テ

ル

ン

第

十

回

軌

行

委

員

会

の

決

定

に

か

ん

す

る

決

議

(
一
九

二
九

)

三
七
八



四

二

日

本

共

産

党

に

関

す

る

コ

ミ

ン

テ

ル

ン

西

欧

書

記

局

の

決

議

(
一
九

三
〇
)

三
八
三

四

三

総

選

挙

闘

争

に

お

け

る

日

本

共

産

党

の

方

針

(
一
九

三

〇
)

三
八
五

四

四

世

界

経

済

恐

慌

に

打

ち

ひ

し

が

る

ゝ

日

本

資

本

主

義

と

日

本

共

産

党

の

任

務

(
一
九

三

〇

・

一
)

三
八
七

四

五

日

本

共

産

党

当

面

の

緊

急

任

務

に

関

す

る

テ

ー

ゼ

(
一
九

三

〇
)

四○
○

四

六

共

産

党

の

独

自

的

活

動

の

重

要

性

に

就

て

(
一
九

三

一
)

四○
九

四

七

帝

国

主

義

戦

争

並

に

反

ソ

ヴ

ェ
ー

ト

干

渉

戦

争

に

対

す

る

闘

争

に

つ

い

て

(
一
九

三
一

)

四
一七

一

迫

り
来

る
帝
国
主
義
戦
争
の
危
険

と
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

(四
一八
)

二

プ

ロ
レ
タ
リ

ア

ー

ト

は
帝
国
主
義
戦
争
に
抗

争
す

る

(四
一八
)

三

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
帝
国
主
義

に
対
し
て

ソ
ヴ

ェ
ー
ト
同
盟
を
擁
護
す
る

(四
二
四)

四

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は

帝
国
主
義

に
対
す

る
被
圧
迫
民
族

の
民
族
戦

争
を
支
持

し
遂
行
す
る

(四二
六
)

五

軍
隊

(特

に
帝

国
主
義
国

に
於

け
る
)
に
対

す
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
態
度

(四
二
八
)

六

結
語
、
過
去

に
於
け

る
吾

々
の
欠
陥
と
新

な
る
任
務

(四
三
二)

四

八

府

県

会

議

員

選

挙

戦

を

如

何

に

闘

ふ

べ

き

か

(
一
九

三

一

・
八
)

四
三五

付
録

自
治
体
政

策
に
お
け
る

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
各
支
部

の
任
務

(
四五
二
)

四

九

ヤ

・
ヴ

ォ

ル

ク

「
日

本

資

本

主

義

の

分

析

」

(
一
九

三

一
)

四五
八

五

〇

政

治

テ

ー

ゼ

(
草

案

)

(
一
九

三

一
・
七
)

四
六
四

一

国

際
情
勢

と
日
本
帝
国
主
義

の
役
割

(
四六六
)

二

日
本
資
本
主
義

の
現
勢

と
革
命

の
展
望

(四六
九
)

三

日
本
共
産
党

の
任
務

(四
七三
)

四

日
本
共
産
党

の
当
面

の
重
要
戦
術

(
四七
五
)

五

二
つ
の
偏
向

に
対
す

る
闘
争

(結
語
)

(四
八
三
)

五

一

政

治

テ

ー

ゼ

草

案

に

対

す

る

佐

野

・
鍋

山

・
市

川

等

の

意

見

(
一
九

三

一
)

四
八五

五

二

満

洲

占

領

戦

争

と

日

本

共

産

党

当

面

の

任

務

(
一
九

三

一
)

四八
八

一

満
洲
占
領
戦
争

は
明
か

に
日
本
帝

国
主
義

の
遠
大
な
計
画

で
あ

つ
た

の
だ

(四
八
八
)

二

日
本
帝

国
主
義
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
と
満

洲
占
領

戦
争

(四
九五
)

三

所
謂

「
満
蒙
諸
問
題

」
と
は
ど
ん
な
も

の
か

(四九
八)

四

日
本
帝
国
主
義

の

「
生
命
線
」

と
し
て

の
満



洲

(五○
一)

五

満
洲
に
於
け
る
諸
対
立

(五〇九)

六

日
本
帝
国
主
義
の
満
洲
占
領
戦
争
と
国
際
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

(五
一一)

七

帝
国
主
義
戦
争
と
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
同
盟
武
力
干
渉
の
第
一
歩
は
既
に
始
ま
つ
た
の
だ

(五
一三)

八

日
本
共
産
党
当
面
の
任
務

(五
一七)

五

三

最

近

の
政
治
情

勢

と
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー

ト
当
面

の
闘
争

に
就

て

(
一
九
三
二
)

五三九

一

最
近
の
国
際
情
勢

(五四〇
)

二

最
近
の
国
内
情
勢

(五四二)

三

戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム

(五四五)

四

第
六
十
議
会
と
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
当
面
の
闘
争

(五四七)

五

四

日
本

の
総

選
挙

と
共
産

党
員

の
任
務

(
一
九
三
二
)

五五五

五

五

勤

労
婦

人
間

の
活
動

に
於
け

る
吾
党

当

面

の
方

針

(
一
九
三
二
)

五五九

付
録
、
女
工
三
百
人
以
上
ノ
工
場
、
鉱
山
、
繊
維
工
場

(五七○)

五

六

日
本

帝
国

主
義

と

日
本

×
×

の
性
質

(
一
九
三
二
)

五八二

五

七

日
本

の
情

勢

と
日
本

共
産
党

の
任

務

(
一
九
三
二
)

五九
五

五

八

日
本

に
於

け

る
情

勢

と

日
本

共
産
党

の
任
務
に
関

す

る

テ
ー

ゼ

(
一
九
三
二
、
い
わ
ゆ
る
三
二
年

テ
ー
ゼ
)

六○八

五

九

日
本

×
×

×
に
与

ふ

(
一
九
三
二
)

六
三一

六

○

日
本

×
×

×
に
与

ふ

(
一
九
三
二
)

六三
二

六

一

組
織

活
断動

に
関

す
る

テ
ー

ゼ

(
一
九
三
二
)

六
三六

六

二

日
本

共
産

党
規

約

(草

案
)

(
一
九
三
二
)

六
四二

六

三

極
東

戦
争

と
帝

国
主
義

戦
争

及
び
対

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
武
力

干
渉

に
対
す

る
闘

争
に
於

け

る

共
産

主
義

者

の
任
務

と
に

つ
い
て

(
一
九
三
二
)

六四八

六

四

日
本

に
於
け

る
勤
労
大

衆

の
革

命

的
闘
争

(
一
九
三
三
)

六五三

六

五

フ

ァ
シ
ズ

ム

・
戦

争

の
危

険

及
び

共
産

党

の
諸

任
務

(
一
九
三
四

・
二
)

六六九



六

六

お
も

し

ろ
く

て
た

め
に
な
る
戦

争
夜

話

(
一
九
三
三
―
三
五
)

六八
一

六

七

党
攪

乱
者

を

一
掃

せ
よ
、

党

分
裂
者

を
粉
砕

せ
よ

(
一
九
三
四

・
七
)

六八九

六

八

軍
閥

フ

ァ
シ
ズ

ム
の
手

先
た

ら
ん
と

す
る
社
会

大
衆
党

の
幹
部

(
一
九
三
四

・
一
一
)

六九
五

六

九

日
本

の
フ

ァ
シ
ズ

ム
と
は
何

か

(
一
九
三
四

・
一
二
)

六九七

七

〇

か

く
命
的
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー

ト
は
何

を
し
な

け

れ
ば

な

ら

ぬ
か

(
一
九
三
五

・
二
)

七○三

七

一

天
皇

制
と

フ

ァ
シ
ズ

ム

(
一
九
三
五

・
五
)

七○
五

七

二

勤
労
民

解
放

の
道

(
一
九
三
五

・
五
)

七○八

七

三

コ
ミ

ン
テ

ル
ン
第

七
回
大
会

に
お
け

る

日
本
代

表
、
岡

野
、
田
中
、
西

川

の
演

説

(
一
九
三
五

・
八
)

七
二八

一

戦
争
と
飢
餓
と
無
権
利
の
支
配
制
度

岡
野
進

(七二八)

二

戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
反
対
の
た
め
の
日
本
労
働
者
の
統

一
戦
線

田

中

(七三九
)

三

戦
争
反
対
、
平
和
の
た
め
の
全
勢
力
の
統
一
へ

西
川

(七四二)

七

四

日
本

共
産
党

統

一
の
た

め
に

(
一
九
三
五

・
八
)

七四六

七

五

宗
派

的
傾
向

を
す

て
民

主
的
権

利
擁
護

へ

(
一
九
三
六

・
一
)

七六三

七

六

総

選
挙
と
国

民
大

衆

の
闘

争

(
一
九
三
六

・
二
)

七六七

七

七

日
本

の
共
産

主
義
者

へ
の
て
が
み

(
一
九
三
六

・
二

・
一
〇
)

七七一

七

八

明
朗

日
本

の
た

め
人
民
戦

線
樹

立

へ

(
一
九
三
六

・
三

・
二
)

七八
一

七

九

臨

時
議
会

を
前

に
全

面
的
闘

争

へ
!

(
一
九
三
六

・
三
)

七八六

八

○

工

業
用

小
機

械

な

ら
ナ

ン
デ

モ
弊
社

へ
!

(
一
九
三
六

・
三
)

七九
一

八

一

新

党
樹

立
を
排

せ

(
一
九
三
六

・
四
)

八○八



八

二

生
き
た

活
動

の
為

に

(
一
九
三
六

・
六

・
一
〇
)

八
一三

八

三

待
機
中

の
軍
部

(
一
九
三
六

・
七

・
三
〇
)

八二六

八

四

労
農

無
産
協

議
会

と
社

大
党

へ
の
加
盟
問
題

(
一
九
三
六

・
八
・
二
)

八
三○

八

五

人
民
戦

線

の

ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し

て

(
一
九
三
六

・
九

・
二
〇
)

八三四

八

六

林
内

閣
成

立

の
意

義

(
一
九
三
七

・
二
)

八四〇

八

七

反

フ

ァ
ッ
シ

ョ
、
護

憲

の
国
民
運

動

を
起

せ
!

(
一
九
三
七

・
五
)

八四八

八

八

平

和

の
戦

士
た

れ

(
一
九
三
七

・
八

・
一
)

八五三

八
九

北

支
事
変

の
真

相

(
一
九
三
七

・
八
)

八五六

九

○

「
北
支
事
変
」

と
在

米

同
胞

(
一
九
三
七

・
八

・
一
二
)

八六四

九

一

大

衆
的

反
戦
闘

争

の
為

に

(
一
九
三
七

・
九
)

八六七

九

二

現
下

の
入
民
戦

線

に

つ
い
て

(
一
九
三
七

・
一
一
・
一
〇
)

八八五

九

三

全

日
本

の
労
働

者
諸

君

へ
の
手
紙

(
一
九
三
七

・
一
一
)

八九〇

九

四

日
本

は
な
ぜ
飢

ゑ
る
?

(
一
九
三
七
以
降
)

八九四

九

五

仕
事
場

を
固

め
よ

(
一
九
三
八
)

九○五

九

六

日
本

の
革

命
的

プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
当

面

の
任
務

(
一
九
四
〇

・
四
)

九○九

九

七

岡
野
進

の
解
放

日
報

記
者

へ
の
書
簡

(
一
九
四
三

・
五
・
三
)

九
一四


